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1． はじめに 

 

ISO/IEC25010[1]では品質モデルとして，シス

テムやソフトウェアなどの製品自体の品質を指

す「製品品質」と，「有効性」「効率性」「満

足性（実用性，快感性，快適性）」などを指す

「利用時品質」が定義されており，システムの

満足度を高めるためには，製品品質だけでなく，

利用時品質の一部である UX(User Experience)も

考慮する必要がある[2]．製品やサービスを企画

の段階から UX に基づいてサービスやシステムを

デザインしていく手法を UXD（User Experience 

Design）と呼ぶ．現在この UXD が，さまざまな

分野で注目されており，教育分野においても，

ユーザーである学習者の体験を意識したサービ

スやシステムのデザインが求められる.一般的に

学習者は，分からないことがあるとき質問行動

によって，解決を図る．教授者も，学習者の質

問行動から学習者の理解状況を把握する． 

本研究では，学習者の理解促進の方法として

学習者の質問行動に着目する．我々は，ジャー

ニーマップ[3]やペルソナ法[4]，インタビュー

を活用した学習状況調査を講義中の学習者の体

験を調査するために実施した（図 1）．その結果，

学習者は質問行動に心理的な負担を抱えている

ことが明らかになった．我々は，学習者の質問

行動に対する心理的負担を軽減させる手段とし

て，チャットボットを利用した質問行動支援シ

ステムを開発した．本論文では，学習者の質問

行動を支援する質問行動支援システムの開発と

評価について述べる． 

 

2． 質問行動支援システム 

 

本研究では，学習者の質問行動を支援する質

問行動支援システムをビジネスチャットツール

Slack[5]を用いて開発した． 

質問行動支援システムは，非同期型の教育映

像コンテンツを用いた学習を支援するシステム

である．質問行動支援システムは，学習者に

Slack 上で教育用映像コンテンツを配信する機能

①「コンテンツ配信機能」と，講義に関連する

質問文の生成を補助する機能②「質問候補提示

機能(アプリ名：oyta3)」と，学習者が生成した

質問に対する回答をおこなう機能③「質問回答

機能」の 3 つの機能を有している．①「コンテ

ンツ配信機能」は， Slack が提供している

Slackbot を用いて，Youtube 上の教育用映像コ

ンテンツを学習者に配信する機能である（図 2

の機能①）．②「質問候補提示機能」は，学習

者の質問生成の段階を支援する機能で，質問の

生成を苦手とする学習者に対して，質問文の候

補を提示することで，質問行動を促すことを目

的としている(図 3 の機能②)．③「質問回答機

能」は，特定の質問（あらかじめ用意した質

問）に対する回答をおこなう機能である．学習

者が講義を受けて生成した質問や，「質問候補

提示機能」で提示される質問に対する回答をお

こなうことができる．図 2 の機能③は，「質問

回答機能」が「質問候補提示機能」を利用した 
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学習者の質問に対する回答をおこなう様子を示

している． 

 

3． 質問行動支援システムを用いた実証実験 
 

我々は，2020 年 1 月 14 日から 1 月 24 日まで

の期間で質問行動支援システムを用いた実証実

験を実施する予定である．実証実験は，ダミー

学習者（疑似質問者）の存在が学習者の質問行

動へ影響を与えるかどうかを調査する目的で実

施する．実証実験では，質問行動支援システム

を実装した Slack チャンネル内（メンバー：被

験者 1 名，ダミー学習者 2 名）にダミー学習者

を参加させ，ダミー学習者は質問行動や講義に

対するコメントといったアクションを実行する．

上記で述べたダミー学習者のアクションが学習

者の質問行動に与えた影響を調査するため，実

験終了後に被験者へのインタビュー調査，カス

タマージャーニーマップの作成，アンケートを

実施する． 

 

 

 

4． まとめと今後の課題 
 

チャットボットを利用した質問行動支援シス

テムの開発について述べた．今後の課題として，

質問行動支援システムを実装した Slack チャン

ネル内にダミー学習者が参加することで，ダミ

ー学習者の存在が学習者の質問行動へ影響を与

えるかどうかを調査する実証実験および，実証

実験から得られた結果の分析を予定している． 
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図 2 質問行動支援システム利用場面（機能①「コ

ンテンツ配信機能」と機能③「質問回答機能」） 

図 3 機能②「質問候補機能」による 

質問候補提示の様子 
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